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新潟市第３次花育推進計画の
策定に向けて

Ｒ３．８．２０ 第１回新潟市花育推進委員会資料
新潟市農林水産部食と花の推進課
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資料３

新潟市の現状（人口）
~第２期新潟市まち・ひと・しごと創⽣総合戦略（2020-2024）~
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総人口の推移・推計（新潟市）

出典：国勢調査（1980
年〜2015年：総務省）、
国立社会保障・人口問
題研究所推計（2020年
〜2045年）
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20〜24歳の転出超
過が最も多く、その
傾向は年々拡大

年齢階級別の人口移動の状況（新潟市）
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市内企業の認知度と情報の入手経路（高校⽣・大学⽣等）
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地元企業に関する情報の入手経路

出典：新潟市「若者の市外転出
の意向状況にかかるアンケート
調査」（2019年度）
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新潟市の現状（農業）
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農業産出額【全国比較】（令和元年）
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出典：令和元年 市町村別農業産出額（農林水産省）
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花きに関するデータ

花きの品目別、都道府県別産出額

 新潟県の全国順位
 ゆり(切り花類)…第１位(31億円)
 チューリップ(切り花類)…第１位(６億円)
 花木類(鉢もの類)…第２位(19億円)

出典：農林水産省「花木等⽣産状況調査」（平成３０年）

花きの作付（収穫）面積及び出荷量

 新潟県の全国順位
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品目 作付（収穫）面積 出荷量
ゆり(切り花類) 第１位(11,500a) 第３位(11,200千本)

球根類 第１位(9,450a) 第３位(13,600千球)
鉢もの類 第３位(8,000a) 第６位(8,400千鉢)

出典：農林水産省「花き⽣産出荷統計」（令和２年）
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平成３０年市町村別農業産出額（推計）

 新潟市の全国順位（上位順）

出典：農林水産省「市町村別農業産出額（推計）」（平成３０年）
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品目 全国順位 県内順位 産出額
米 第１位 第１位 324億3千万円

だいこん 第３位 第１位 20億9千万円

⻄洋なし 第４位 第１位 5億4千万円

すいか 第７位 第１位 20億2千万円

花き 第11位 第１位 24億5千万円

花き類栽培面積・経営体数

 新潟市の全国順位

出典：「農林業センサス」（2015年）
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花き類 全国順位 県内順位
栽培面積（223ha） 第５位 第１位
経営体数（371経営体） 第４位 第１位
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１世帯当たり年間の品目別支出金額（総世帯）
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出典：総務省「家計調査」
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首都圏及び市内における、食と花の銘産品の認知度

出典：「新潟市農業構想」

新潟市花育推進計画の策定

 「新潟市花育推進計画」（平成20年10月策定）
•「食と花の政令市にいがた」として、豊かな自然・田園や花の
⽣産地と都市が近接している利点を⽣かし、食育と並び「花
育」を推進するため策定（計画期間：平成20年度〜平成26年度）
 「新潟市第２次花育推進計画」（平成27年4月策定）
•計画の成果と課題を整理し、基本理念を継承するとともに、よ
り一層の「花育」推進を目指して策定（計画期間：平成27年度〜
令和4年度）
 「新潟市第３次花育推進計画」（令和5年4月策定予定）
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計画の位置付け
 「にいがた未来ビジョン」（新潟市総合計画）

（計画期間：令和5年度〜令和12年度）

 「新潟市農業構想」：農業に関する分野別計画
（計画期間：令和5年度〜令和12年度）

 「花育推進計画」：花育に関する分野別計画
（計画期間：令和5年度〜令和12年度）

総合計画の方向性と整合、都市像の実現に寄与
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経済・社会情勢の変化
 新型コロナウイルス感染症の影響
• 地域経済の疲弊と雇用情勢の悪化、コミュニティ活動の停滞
• 新しい⽣活様式の定着、デジタル化の進展、地方移住への関心の高まり
 急速な人口減少、少子高齢化、若い世代の東京圏への流出
 気候変動の深刻化、SDGs（持続可能な開発目標）や脱炭素
への意識の高まり
 ⺠間事業者をはじめ、多様な主体との連携体制の構築、強化

目指す姿（将来のあるべき/ありたい姿）を検討
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第３次花育推進計画策定のポイント
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 花育推進計画を通じてSDGsを推進
• 持続可能な開発目標(Sustainable Development)とは
将来世代のニーズを損なうことなく、現世代のニーズ
を満たす開発

• 「持続可能なまちづくり」とは
将来世代(未来のこどもたち)が住み続けられる新潟市
をつくること



出典：外務省HP「JAPAN SDGs Action Platform」
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新潟市が目指す花育について
花育とは，花や緑に親しみ，育てる機会を通して，優しさや美しさを感じる気持ちを育むこと。
花卉の多様な機能に着目し，教育，地域活動に取り入れること。

環 境

（人財・場所）

花の産地

（産業・歴史）

花や緑の
効用

◆園芸の効用
①生産的効用 ②経済的効用 ③環境的効用 ④心理的効用
⑤社会的効用 ⑥教育的効用 ⑦身体的効用 ⑧人間的効用

関係団体の
連携

◆新潟県の「花卉生産」に関する全国順位
・ゆり（切り花）作付面積 120 ha 【1位】
・球根類収穫面積 100ha 【1位】
・チューリップ（切り花）産出額 6億円【1位】
・球根類出荷量 1,540 万球【2位】
・鉢もの類（花木類）出荷量 698万鉢【2位】

出典：農林水産省「花き生産出荷統計」（2018年），「花木等生産状況調査」（2018年）

第3次計画に向けた課題・方向性の整理

松尾英輔 九州大学名誉教授による提唱

出典：総務省「家計調査」

◆新潟県の「花・植木小売業」
・従業員数994人（うち，新潟市は318人）

出典：総務省「経済センサス」（2014年）

◆身近にある多様な環境
自然環境（田園，河川湖沼，里山，海岸林），公園，
公共施設，庭園（いくとぴあ食花，旧小沢家住宅，
旧斎藤邸別邸，北方文化博物館）

資料４

令和２年度新潟市花育推進委員会配付資料
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令和3年度 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

内 容

花育推進委員会 〇 ○

庁内会議

令和4年度 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

内 容

花育推進委員会

庁内会議

第３次新潟市花育推進計画策定スケジュール（案）

〇 〇

〇〇 〇

〇〇

令和5年度〜
第3次計画
開始

議会
報告

新計画
公表

骨子案検討 計画素案の検討

計画案の検討 計画案修正
（会議意見・アンケート反映）

パブコメ
実施

計画案再修正
（会議意見・
パブコメ反映）

第2次計画現状把握
第3次計画方向性検討

第2次計画進行管理
各種照会
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理念、施策方針、施策の３層構造（現行計画）

「新潟市花育推進計画」の施策体系

施策方針

１ 花育の普及啓発

３ 市⺠活動、地域活動としての花育の推進
４ 「花や緑」あふれる自然や歴史、文化を次世代へ継承する花育の推進
５ 「花や緑」に親しむ場の整備

２ 家庭、学校、職場等における花育の推進

施策

心身の健康づくり 花のある暮らしづくり 大好きなふるさとづくり

（キャッチフレーズ）

１−１ 花育に関する情報発信
１−２ 花育に関するイベントの開催
２−１ 家庭における花育の推進
２−２ 保育所、幼稚園、学校等における花育の推進
３−１ 市⺠団体における花育の推進
３−２ 花育推進に係る人材の育成・⽀援
３−３ 世代間交流の推進
４−１ 新潟の花⽂化を学び、語り継ぐ花育の推進
４−２ 保育所、幼稚園、学校等における花育の推
５−１ 公園、緑地等の整備
５−２ 道路、河川等における緑化の推進
５−３ 美しい農村景観の形成

理念

「花の大産地にいがた」で「花や緑」を育み、楽しみながら

【花育の展開①】「食と花の政令市にいがた」だからできる
【花育の展開②】花の大産地であることを⽣かし、
【対象】「花や緑」を
【方法】育み、五感のすべてで楽しみながら、
【花育推進の方向性】
健全で豊かな心を培い、（目的①）
快適でやすらぎのある暮らしを満喫し、（目的②）
ふるさと新潟の四季が織りなす「花や緑」の自然や⽂化を次世代に伝えること（目的③）

【
手
段
】

第３次花育推進計画で目指す姿（目的）は？
【手段】花育 ⇒ 【目的】目指す姿

〜新潟市の花育によって開く未来をデザインする〜
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